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車名：日野
通称：レンジャー
シャーシ型：SDG-GX7JGAA
全長：7.79ｍ
全幅：2.33ｍ
全高：3.20ｍ
ホイルベース：3750ｍｍ
配備年月日：平成29年2月7日

救助工作車 (Ⅲ型） 消防本部　高度救助隊

LED照明を多用することで夜間の活動効率を向上させ、資器材収納BOXにローラーを取付
け、隊員が取り出す際の負担軽減を図っている。本市の他車と統一感を持たせつつ、当車両
の存在感を強調したデザインで、一目で本市の救助工作車であることが認識できる。

震災対応型の資器材、切断用・破壊用器具が充実！
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茨木市消防本部

茨木市消防本部では、消防職員が働
く現場のリアルな情報を提供するため、
市内在住の動画クリエイターとともに「採
用 PR 動画」を制作しました。茨木市公
式 YouTube チャンネルで公開しています
ので、ぜひご覧ください。
PR 動画では、消防業務をもっと知っ
てもらえるよう、日々現場で活躍する警
防隊・救助隊・救急隊・通信指令員に
よるインタビューや訓練の様子などを紹
介しています。
今後も、複雑化する行政課題に対応
するため、多様な人材を積極的に採用す
るとともに、職員一人ひとりが消防の魅
力や自身の成長を感じながら、安心して
職務に専念できる職場づくりに努めてま
いります。

採用PR動画（約3分50秒） 

当消防組合の設立10周年という節目を
迎えるにあたり、これまでの取り組みと実
績を振り返り、これから向かうべき道筋を
捉え力強く歩みを進めるための指標とし
て、記念誌「さらに未来へ―広域化10年
の歩み―」を編纂しました。
本誌では当消防組合の沿革をはじめ、
広域化による効果、近年の災害需要への
対応ならびに将来を見据えた組織運営な
どを紹介しております。また、周年記念事
業の一つとして、9月に深北緑地（大東
市）にて市民参加型イベントを開催する
予定です。
消火から予防へ「火を消す以前に火を
出さない」をスローガンに、この理念の具
現化に重点をおき「さらに未来へ」飛躍し
ていけるよう、職員一丸となって消防業務
に邁進してまいります。
当消防組合のウェブサイトにて記念誌
を閲覧していただけますので、ぜひご覧く
ださい。

大東四條畷消防組合
ウェブサイト

設立10周年記念誌
「さらに未来へ」を作成

動画クリエイターが手がけた
「採用PR動画」を公開

大東四條畷消防本部
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大阪南消防局
消防広域化の運用に向けた
火災想定訓練を実施

大阪南消防局では消防広域化前の令
和６年３月に、柏原羽曳野藤井寺消防組
合消防本部、富田林市消防本部と河内
長野市消防本部合同で火災想定訓練を
実施しました。
この訓練は、消防広域化に伴う指揮
系統の統一及び小隊間の連携強化を図る
とともに、警防活動を検証することを目
的として行われたものです。
訓練を通じて、これまで各消防本部で
培ってきた技術を継承しつつ、警防活動
の検証を行い、不足していた部分を確認
し、火災をはじめ、災害活動時に必要と
なる安全で的確な判断、指揮命令系統
の確立等、必要な知識を習得することが
できました。
大阪南消防局は、災害対応力の向上を
目指すため今後も定期的に訓練を実施
し、小隊間の連携強化や知識の向上を
図り、災害に備えた訓練を実施していき
ます。

和泉市消防本部では、令和５年度秋季
全国火災予防運動及び令和６年春季全
国火災予防運動防火広報として、総務省
消防庁・日本損害保険協会等から提供さ
れる防火ポスターとは別に、和泉市消防
本部オリジナル防火ポスターを作成し、期
間中において市内商業施設や事業所に配
布しました。
市内の女子サッカークラブチーム「和泉

テクノFC」とのコラボによるポスターでは、
選手の皆さんのセンターフォワードに消防
長を配置。「ともに守ろうホームタウン」を
スローガンに、選手と消防が一丸となって、
火災予防運動期間中の広報活動を行いま
した。
今年度においても、和泉テクノ FCとの

コラボを継続し、全国統一防火標語にも
ある「守りたい」をスローガンにオリジナ
ルポスターを作成して、幅広く防火広報を
行います。

和
泉
市
消
防
本
部

火
災
予
防
運
動
に
係
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
作
成



大阪運輸倉庫株式会社
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中央区

中平 泰信 
弊社では各事業所にて、

お客様から預かった大切な
商品を保管しております。
万が一に備え、本社とし

て自衛消防のお手本となる
よう日々、防火・防災意識
の向上に努めております。

来
年
は
万
博
が
開
催
さ
れ
る
大

阪
市
。
そ
の
中
心
部
に
あ
る
中
央

区
は
、
北
浜
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
、
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
大
阪
城
、
船
場
地

区
の
問
屋
街
、
南
東
部

に
は
由
緒
あ
る
寺
社

や
昔
懐
か
し
い
街
並

み
、
今
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
も
有
名
な
「
ミ
ナ

ミ
」
と
多
彩
な
面
を
有

す
る
行
政
区
で
す
。

近
年
は
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
が
進
ん
だ
影
響

で
人
口
が
著
し
く
増
加
し
、
様
々

な
課
題
も
あ
る
中
で
中
央
区
女
性

団
体
協
議
会
と
中
央
区
地
域
振
興

会
各
連
合
の
女
性
部
が
中
心
と
な

り
、
各
地
域
の
自
主
防
災
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
お
住
い
の
高
齢

者
や
子
育
て
世
代
の
方
々
へ
の
住

宅
防
火
や
予
防
救
急
啓
発
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
一
時
的
に
活
動

の
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
度
は
積
極
的
に
活

動
推
進
が
話
し
合
わ
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
よ
う
に
連
帯
意

識
の
高
揚
を
図
り
な
が

ら
、
防
火
防
災
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

い
の
ち
輝
く
未
来
に

ふ
さ
わ
し
い
「
災
害
に

強
い
中
央
区
、
安
全
な

中
央
区
」
の
実
現
に
向

け
て
、
今
後
も
日
々
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和５年度中央区女性防火クラブ役員会

　
大
阪
運
輸
倉
庫
株
式
会

社
は
1
9
4
0
年
（
昭
和

15
年
）
に
創
業
し
、
大
阪

市
旭
区
に
本
社
を
置
く
総

合
物
流
企
業
で
す
。
運
送

事
業
だ
け
で
な
く
、
倉
庫

事
業
で
は
最
新
鋭
の
医
薬

品
倉
庫
を
は
じ
め
様
々
な

物
品
を
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
「
大
阪
運

輸
倉
庫
は
、
物
流
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
人
と
人

を
、
運
ぶ
か
ら
結
ぶ
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
物
流
に
心

を
添
え
て
、
今
日
も
「
結

び
」
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
秋
に
開
催
し
て

い
る
旭
自
衛
消
防
技
術
練

成
会
で
は
、
熱
心
に
訓
練

に
取
り
組
み
、
毎
年
上
位

に
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
々
、
防
火
・
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
ら
れ
、

旭
区
地
域
へ
の
貢
献
は
非

常
に
高
く
、
当
協
議
会
に

と
っ
て
大
変
頼
も
し
い
事

業
所
で
す
。
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